
①作業前の現場確認により危険個所を把握・共有、作業手順・必要人員を決定・
確保した後に現場着手。
草刈り機による作業前に、飛散の恐れがある異物の除去作業を確実に実施。

②飛石による第三者事故の恐れがある箇所の除草には、除草作業員1名につき飛散
防止ﾈｯﾄを持つ補助員1名を付けた人員の配置が出来ない限り作業を行わない。

③事故再発防止会議を開催し、作業員を含め全社員の再教育を行うとともに、KY
ミーティングで、補助員が配置できない場合は作業しないことを周知徹底。
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工事事故対策通信
～飛石が通行車を直撃する事故が発生しました～
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【事故の原因】

①作業員を含めた現場確認が不十分なまま作業を行った。

②飛散防止ﾈｯﾄの補助が無くなる間、作業を中断する指示を行っていな
かった。

③KYミーティングで飛石事故の注意喚起を行っていたが、徹底しきれて
いなかった。

【事故の対策】

道路用地の除草作業中、飛散防護措置
を兼務していた現場代理人が写真撮影
のため一時的に防護ネットを外した際
に飛石が発生し、通行中の一般車両を
直撃した

【事故概要】
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作業員A
柵外を除草

現場代理人
飛散防止ﾈｯﾄによる
除草補助作業を兼務

作業員B
柵内で別作業

現場代理人
写真撮影のため一時的に
作業員Bのもとへ移動

作業員A
飛散防止ﾈｯﾄなしで
除草を継続

飛石が県道を通行する
車両を直撃し、後部座席
の窓ｶﾞﾗｽを破損

事故状況再現①

事故状況再現②

事故状況再現③

飛石の
発生
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